
★まちの元気＆魅力発信★★

http://www.city.ritto.ｌｇ.jp/
ホームページアドレス

Ｒitto
広報りっとう

９
2017

No.944

　水曜日の放課後、大宝西小学校の体育館では、「大宝西ふれあい子ど
も広場」の宿題タイム。１年生の子どもたちが国語の教科書を地域の
人に聞いてもらいながら音読中です。
　毎週、水曜日の宿題はみんなと一緒。ここには、先生がいっぱい！

（宿題、聞いてね／７月５日、大宝西ふれあい子ども広場）
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市
内
７
学
区
に
は
、
放
課
後
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を
目

指
し
て
開
か
れ
て
い
る
場
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
大
宝
西
学
区
で
開

催
さ
れ
て
い
る
の
が
「
大
宝
西
ふ
れ
あ
い

子
ど
も
広
場
」。
子
ど
も
広
場
は
、
毎
週

水
曜
日
、
15
時
～
17
時
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
大
宝
西
小
学
校
の
１
～
３
年
生

40
人
が
、
小
学
校
の
体
育
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
自
由
な
遊
び
、
宿
題
、

季
節
の
行
事
、
誕
生
会
な
ど
で
、
放
課
後

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録
し
て
い
る
の

は
、
15
人
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
者
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
で
す
。

①～④みんなで七夕の飾り付けをする楽しい時間。子どもたちの笑顔は共通の願い。

地
域
の
大
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

放課後

勉強や遊び。

放課後は、地域の人が

いろんなことを教えてくれる。

地
域
で
子
育
て

　
「
地
域
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う
」
と
家
庭
・
小
学
校
・

地
域
が
連
携
し
た
取
組
み
が
市
内
各
所
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
、
た
く
さ
ん
の
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

４ ３ ２ １

願いを込めた、七夕飾りが完成（大宝西ふれあい子ども広場）
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大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
子

ど
も
の
普
段
と
違
っ
た
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
新
し
い
発
見
が
で
き
ま

す
。地
域
の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

今
、保
護
者
ス
タ
ッ
フ
が
３
人
な
の
で
、

も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
年
生
の
福
島
巧
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
話
し
ま
す
。「
地
域
の
人
と
一

緒
に
じ
ゃ
ん
け
ん
し
た
り
、
毎
週
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
く
遊
ん
で
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
の
奥
原
さ
ん
は
、
ま
る
で

本
当
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
で
す
。

来
年
は
４
年
生
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で

遊
べ
な
く
な
る
こ
と
が
寂
し
い
で
す
」。

　

地
域
の
力
で
開
か
れ
て
い
る
、
放
課

後
の
安
全
な
居
場
所
。
関
わ
る
す
べ
て

の
人
に
と
っ
て
、
子
ど
も
広
場
は
大
切

な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
５
日
、
小
学
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
た

子
ど
も
広
場
で
は
、
最
初
の
30
分
間
、
子
ど
も

た
ち
の
宿
題
を
ス
タ
ッ
フ
が
見
守
り
ま
す
。

　

宿
題
の
後
は
、
七
夕
に
ち
な
み
、
七
夕
飾

り
づ
く
り
。
一
人
ひ
と
り
が
短
冊
に
願
い
ご

と
を
書
い
て
、み
ん
な
で
笹
に
飾
り
ま
し
た
。

「
だ
れ
も
が
笑
顔
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」「
い

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
お
き
ま
す
よ
う
に
」。

参
加
者
の
願
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
笹

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
飾
ら
れ
ま

し
た
。

　

保
護
者
ス
タ
ッ
フ
代
表
の
中
村
里
美
さ
ん

は
、
長
女
が
小
学
１
年
生
の
時
に
、
子
ど
も

広
場
に
預
け
、
翌
年
に
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て

以
来
、
６
年
間
、
関
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
次
女
が
５
年
生
の
た
め
、
子
ど
も
広
場

は
卒
業
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
役
割
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
保
護
者
で
あ
る
私

は
、
お
母
さ
ん
役
と
し
て
接
し
、
必
要
な
時

は
、子
ど
も
を
し
か
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
に
と
っ
て
、
い
つ
も
子
ど
も
と
一
緒

に
い
る
の
で
は
な
く
、
少
し
離
れ
た
時
間
も

７
月
は
、

季
節
行
事
「
七
夕
」
を
楽
し
む

子
ど
も
・
ス
タ
ッ
フ
・
保
護
者

だ
れ
に
と
っ
て
も
大
切
な
場

見守る
スタッフ

　今回初めて参加しましたが、子どもたちの学び
や遊びを見守りながら、とても楽しい時間でした。
まるで昔の寺子屋のようで、地域の絆が深まる素
晴らしい場だと思います。
小林嘉代子さん（65 歳）

　孫が子ども広場でお世話になったの
をきっかけに、８年前から関わっていま
す。消極的な子には、積極的に声をか
けるように心がけています。自宅の畑
にいると、ここで出会った子が声をか
けてくれることもあり、うれしいです。
奥原庄吾さん（72 歳）

　民生委員・児童委員をしています。育って
きた時代が違うため、今、子どもたちはこん
なことを学んでいるのかと、勉強になります。
この場でみんなと会えることが楽しみで、子
どもたちからエネルギーをもらっています。
田村重之さん（69 歳）
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分団探検で大発見 ! 案内してくれるのは地域の人
　

葉
山
小
学
校
で
は
、
６
月
29
日
、

「
分
団
探
検
で
大
発
見
！
葉
山
の

『
す
て
き
！
』
や
『
ふ
し
ぎ
？
』

を
詳
し
く
調
べ
よ
う
」
と
題
し
た

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
が
５
班
に
分
か
れ
て
保

護
者
と
と
も
に
地
域
を
探
検
し
、

各
場
所
で
、
地
域
の
人
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

大
橋
を
巡
る
コ
ー
ス
で
は
、
慶

き
ょ
う

崇そ
う

寺じ

で
、
大
橋
の
歴
史
や
伝
統
文

化
に
詳
し
い
大
隅
良
次
さ
ん
が
説

明
。「
仏
教
は
、
命
の
大
切
さ
や
生

き
る
目
的
を
説
い
た
教
え
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
地
域
の
文
化
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
堂
内
に

続
い
て
、
境
内
に
あ
る
、
昔
の
住

職
が
詠
ん
だ
「
栗
太
八
景
」
の
碑

文
な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
（
写
真
）。

　

歩
い
て
探
検
し
な
が
ら
、
校
外

で
学
習
し
た
子
ど
も
た
ち
。
熱
心

に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
を
学
び
ま
し
た
。　

　

市
内
各
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち

と
地
域
の
皆
さ
ん
が
交
流
す
る
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
田
東
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
２
年

生
が
生
活
科
の
授
業
で
、
校
内
に
あ
る

畑
で
地
域
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
一
緒
に
野
菜
を
栽
培
。
約
10

㎡
の
畑
は
、
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し

て
、
平
成
25
年
度
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
苗
植
え
を
し
、
収
穫
し
た
野
菜

は
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
皆
さ
ん
を
招
待

し
、
と
も
に
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
「
夏
野
菜

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
は
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
る
ひ
が
っ
こ
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

13
人
の
皆
さ
ん
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
児
童
は
、
自
分
た
ち
の
学
校

や
地
域
の
よ
さ
を
見
つ
け
て
、
ク
イ
ズ

に
し
て
皆
さ
ん
に
発
表
。「
タ
コ
公
園

の
す
べ
り
台
の
数
は
？
」「
平ひ

ら

葉ば

の
長

い
道
の
横
に
は
何
が
あ
る
？
」
な
ど
の

地
域
な
ら
で
は
の
ク
イ
ズ
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
畑
で
収

穫
し
た
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ナ
ス
、

し
し
と
う
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
カ
レ
ー

が
登
場
。
食
材
は
前
日
に
児
童
が
切
り

ま
し
た
。
と
も
に
育
て
た
野
菜
を
使
っ

た
カ
レ
ー
を
囲
み
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

畑
で
と
も
に
野
菜
を
育
て
る

収
穫
し
た
野
菜
は
感
謝
の
カ
レ
ー
に

ク
イ
ズ
と
カ
レ
ー
を
楽
し
み

と
も
に
過
ご
す
ひ
と
と
き

授業で交流。

地域の人と一緒の

楽しい時間。

①５月の苗植え。身近な皆さんが野菜作
りの先生②地域の人もクイズを出題
③「みんなとゆっくり話せる貴重な時間。
元気をもらっています」と地域の一人。

授業

みんなで育てた夏野菜たっぷりのカレー、おいしいね！（治田東小）

１

２

３
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毎
日
の
登
下
校
に
も
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
地
域
の
あ
た
た
か
な
ま
な
ざ

し
が
あ
り
ま
す
。

　

金
勝
学
区
で
も
、
毎
日
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
校
の

た
め
に
見
守
り
活
動
を
展
開
。
そ
の
一

人
、
山
本
正ま

さ

一い
ち

さ
ん
は
、
毎
朝
、
井
上

か
ら
山
入
の
交
差
点
ま
で
約
１
㎞
を
20

分
か
け
て
、
観
音
寺
・
井
上
に
住
む
子

ど
も
た
ち
に
付
き
添
い
ま
す
。「
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
と
し
て
８
年
前
か
ら
見
守
り

を
し
て
い
ま
す
。
今
、
孫
が
１
年
生
で

す
の
で
、
運
動
を
か
ね
て
、
毎
朝
一
緒

に
歩
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
元
気
に
通
学
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

多
く
の
児
童
が
通
る
山
入
の
交
差
点

で
は
、
保
護
者
や
見
守
り
活
動
を
す
る

地
域
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。「
痛

ま
し
い
交
通
事
故
を
金
勝
で
起
こ
さ
な

い
た
め
、
交
通
量
が
多
い
、
こ
の
交
差

点
に
先
々
代
の
頃
か
ら
毎
朝
立
ち
、
み

ん
な
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
、
草
津
警
察
署
金
勝
駐
在
所
の

岡
田
敏
之
さ
ん
。
学
校
や
地
域
と
連
携

し
た
活
動
が
続
き
ま
す
。

　

小
学
校
周
辺
で
、
先
生
と
と
も
に
児

童
を
迎
え
て
い
た
の
は
、
西
口
智
子
さ

ん
。
10
年
間
見
守
り
を
続
け
、
子
ど
も

が
高
校
生
に
な
っ
た
今
も
、
滋
賀
県
が

委
嘱
す
る
「
お
う
み
通
学
路
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」と
し
て
活
躍
中
で
す
。「
地
元
で
、

娘
の
同
級
生
が
３
歳
の
時
に
交
通
事
故

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
悲
惨
な
事
故
を

こ
こ
で
絶
対
に
起
こ
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
４
月
は
じ
め
に
は
、
通
学
路
の
点

検
を
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
く
、
危
険
箇
所
は
学
校
や
地
域
と

情
報
共
有
し
、改
善
を
求
め
て
い
ま
す
」

と
安
全
な
通
学
路
を
目
指
す
た
め
の
地

道
な
努
力
が
続
き
ま
す
。

　

ま
た
、
金
勝
学
区
で
は
、
平
成
24
年

か
ら
青
色
回
転
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
の
防

犯
活
動
を
展
開
。
金
勝
学
区
防
犯
連
絡

協
議
会 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
８
人
が

毎
週
、
２
人
１
組
で
交
代
で
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
草
津
警
察
署
で
講
習

を
受
け
た
隊
員
は
、
約
１
時
間
か
け
て
、

不
審
者
が
い
な
い
か
な
ど
地
域
を
安
全

点
検
し
、
気
付
い
た
こ
と
を
駐
在
所
に

報
告
。
夏
季
と
年
末
年
始
は
、
自
治
会

長
な
ど
も
ま
じ
え
、
４
台
の
車
で
夜
間

集
中
パ
ト
ロ
ー
ル
も
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
多
く
の
ま
な

ざ
し
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

登
校
す
る
児
童
を
見
守
り

青
色
回
転
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

防
犯
活
動

登下校も安心。

雨や雪の日も

あたたかな見守り。

①登校に付き添う山本さん。青色パトロール隊員の一人でもあります。②７月31日のパトロールは、澤九麻男さん（右）と大宮拓男
さんが当番。「後継者の育成が課題です。多くの人に関わってもらい、今以上に活動が地域に浸透することが願いです」。

登下校

毎日、笑顔で「おはようございます！」（金勝小）

１２
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平
成
30
年
４
月

か
ら
の

園名 区分 電話番号

金勝第 1 幼児園 市立 558-0250

金勝第 2 保育園 市立 558-0068

葉 山 幼 児 園 市立 552-0079

葉 山 東 幼 児 園 市立 553-9102

治 田 保 育 園 市立 552-1079

治 田 東 幼 児 園 市立 554-0054

治 田 西 幼 児 園 市立 553-4651

大 宝 西 保 育 園 市立 553-6990

こ だ ま 保 育 園 法人立 554-5262
グ ラ ン マ の 家
保 育 園 法人立 554-1744

こだまふれんど
保 育 園 法人立 554-3239

治 田 西 カ
ナ リ ヤ 第 三
保 育 園

法人立 553-3907

こ だ ま 乳 児
保 育 園 法人立 554-0581

大 宝 カ ナ リ ヤ
保 育 園 法人立 552-2088

なないろ保育園 小規模 599-3200

保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園
の
入
園
案
内

■
対
象
年
齢

◦
市
立
保
育
園
・
幼
児
園
（
中
・
長
時
部
）
…

０
歳
児
（
生
後
６
か
月
後
）
～
５
歳
児

◦
法
人
立
保
育
園
…
０
歳
児
（
生
後
３

か
月
後
）
～
５
歳
児

　

※
た
だ
し
、
こ
だ
ま
乳
児
保
育
園
は
、

０
歳
児
（
生
後
３
か
月
後
）
～
２
歳
児

◦
小
規
模
保
育
施
設
…
０
歳
児
（
生
後

６
か
月
後
）
～
２
歳
児

■
対
象
者

　

入
園
希
望
月
の
一
日
に
、
本
市
に
在

住
し
、
市
民
と
し
て
登
録
が
あ
る
人

■
入
園
基
準
（
保
育
の
必
要
性
）

　

入
園
希
望
月
に
次
の
①
～
⑩
の
い
ず

れ
か
の
事
由
に
該
当
し
、
子
ど
も
に

保
育
が
必
要
な
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
場
合
は
、
保
育
の

必
要
性
に
つ
い
て
市
が
認
定
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
入
園
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
が
就
労
に
よ
り
保
育
で
き
な
い

（
４
時
間
／
日
以
上
か
つ
16
日
／
月

以
上
） 

②
妊
娠
中
で
あ
る
、
ま
た
は
出
産
後
間

が
な
い

③
病
気
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
を
有

し
て
い
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る

親
族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る 

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
ま
た
は
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る 

（
出
産
後
１
年
ま
で
）

⑩
市
長
が
認
め
る
①
～
⑨
に
類
す
る
状

態
に
あ
る

■
保
育
時
間
（
保
育
必
要
量
）

　

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
行
う
場

合
、
同
時
に
保
育
必
要
量
に
つ
い
て

認
定
を
行
い
ま
す
。

市
立
保
育
園
・
法
人
立
保
育
園
・

小
規
模
保
育
施
設
・

市
立
幼
児
園
（
中
・
長
時
部
）

保育必要量 市立保育園・幼児園
（中・長時部） 法人立保育園 小規模保育施設

保育標準時間認定
（最長 11 時間） ７時30分～18時30分 ７時～18時 ７時30分～18時30分

保育短時間認定
（最長 8 時間） ８時～16時 保育園により異なります

（詳しくは申込書に記載） ８時～16時

▲

市
立
保
育
園
・
法
人
立
保
育
園
・
小
規
模
保
育
施
設
・
市
立
幼
児
園
（
中
・
長
時
部
）

※原則的に保育を受けることができるのは、上記の時間に関わらず、就労などで保育が必要な時間です。
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市
立
幼
稚
園
・

市
立
幼
児
園
（
短
時
部
）

利
用
者
負
担
額
（
保
育
料
）

■
対
象
年
齢

　

３
歳
児
～
５
歳
児

■
対
象
者

　

申
込
書
提
出
時
に
、本
市
に
在
住
し
、

市
民
と
し
て
登
録
が
あ
る
人

■
申
込
み
受
付

　

乳
幼
児
数
の
増
加
に
伴
い
、
限
ら
れ

た
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
就

学
を
控
え
た
４
・
５
歳
児
の
入
園
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

３
・
４
・
５
歳
児
の
入
園
申
込
み
を
10
月

に
一
斉
に
受
け
付
け
、
先
に
４
・
５
歳

児
の
ク
ラ
ス
数
を
決
定
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
園
に
お
け
る
残
り
の
保

育
室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
が
、
申
込
み
人
数
が

３
歳
児
の
受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
に

つ
い
て
は
、
そ
の
園
に
申
込
み
を
さ
れ

た
当
該
通
園
区
域
内
の
全
て
の
３
歳
児

を
対
象
と
し
て
入
園
の
抽
選
を
行
い
ま

す
。
抽
選
と
な
っ
た
場
合
は
、
10
月
末

日
ま
で
に
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。
抽

選
が
な
い
場
合
は
、通
知
は
し
ま
せ
ん
。

　

抽
選
日
は
、
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
の
結
果
、
入
園
で
き
な

か
っ
た
人
は
、
通
園
区
域
外
で
受
け
入

れ
可
能
な
園
に
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園
の
平
成

30
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
利
用
者
負

担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶
養
義
務
者
の

平
成
29
年
度
の
市
町
村
民
税
額
の
合
計

額
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま

で
の
利
用
者
負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶

養
義
務
者
の
平
成
30
年
度
の
市
町
村
民
税

額
の
合
計
額
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
立
保
育
園
、幼
児
園（
中
・
長
時
部
）、

法
人
立
保
育
園
、
小
規
模
保
育
施
設

は
、
い
ず
れ
に
入
園
し
て
も
、
同
じ

額
と
な
り
ま
す
。

※
保
育
短
時
間
認
定
の
利
用
者
負
担
額

は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
の
利
用
者

負
担
額
の
４
分
の
３
の
額
で
す
。

◦
時
間
…
8
時
30
分
～
17
時

◦
場
所
…
各
保
育
園
、幼
稚
園
、幼
児
園
、

幼
児
課

※
小
規
模
保
育
施
設
で
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
施
設
見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

各
園
へ
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て
入
園
申
込

み
の
判
断
を
す
る
こ
と
か
ら
同
一
世

帯
で
は
、
保
育
園
・
幼
児
園
（
中
・

長
時
部
）・
小
規
模
保
育
施
設
と
幼
稚

園
・
幼
児
園
（
短
時
部
）
と
の
両
方

に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
現
在
（
平
成
29
年
度
中
）、
保
育
園
・

小
規
模
保
育
施
設
・
幼
児
園
・
幼
稚

園
に
在
園
し
て
い
る
園
児
も
、
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※
入
園
基
準
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ

な
い
場
合
や
、
受
け
入
れ
可
能
人
数

を
超
え
た
場
合
は
、
入
園
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
込
書
の
交
付
・

受
付
の
日
時
と
場
所

園名 電話番号
金勝第 1 幼児園 558-0250
葉 山 幼 児 園 552-0079
葉 山 東 幼 児 園 553-9110
治 田 幼 稚 園 552-2756
治 田 東 幼 児 園 552-1717
治 田 西 幼 児 園 553-4641
大 宝 幼 稚 園 552-1698
大宝幼稚園分園 551-5242
大 宝 西 幼 稚 園 553-3788

▲

市
立
幼
稚
園
・
市
立
幼
児
園
（
短
時
部
）

申込対象園 申込書交付日 申込み受付日

市立幼稚園
市立幼児園（短時部）

９月25日㈪～
９月29日㈮

10月10日㈫～　
　　10月13日㈮

市立保育園
法人立保育園
市立幼児園（中・長時部）
小規模保育施設

10月16日㈪～　
　　10月20日㈮

問
幼
児
課

  

☎
551-

０
４
２
４ 　

551-

０
１
４
９

　

ま
た
は
各
園
へ

FAX
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９
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　

同
和
地
区
の
所
在
を
問
い
合
わ
せ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助

長
す
る
よ
う
な
書
き
込
み
な
ど
が
氾
濫

し
た
り
と
、
部
落
差
別
は
、
決
し
て
過

去
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
能
力
や
人
柄
と
は
関
係
な

く
、
同
和
地
区
と
呼
ば
れ
る
地
域
出
身

で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
地
区
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ
れ

た
り
、
就
職
や
日
常
生
活
で
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
今
な
お
、
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
状
況
が
あ
り

ま
す
。

　

な
ぜ
、
生
ま

れ
た
と
こ
ろ
や

住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
だ
け
を
理

由
に
差
別
を
受

け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。　

　
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）」
が

平
成
28
年
12
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
現
在
も
な
お
部

落
差
別
が
存
在
す
る
」
と
の
認
識
を
示

し
、「
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と

り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
部
落
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
」
と
し
て
い
ま
す
。

な
い
社
会
を
実
現
す
る
」
と
明
記
し
て

い
ま
す
。

国
と
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し
、

部
落
差
別
に
関
す
る
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

教
育
や
啓
発
を
行
う
よ
う
努
め
、
実
態

調
査
を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

今
も
部
落
差
別
に
よ
っ
て
悩
み
、

苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
差
別
は
な
く
な
る
と
言
っ

て
、
こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
放
っ
て
お
い

て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ま
ず
同
和

問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
、
そ
し

て
同
和
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
、差
別
を「
し
な
い
」か
ら
差
別
を「
な

く
す
」
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

昨
年
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」や「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
な
ど
、
個
別

の
人
権
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
法
律

が
次
々
と
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
部

落
差
別
、
障
が
い
者
差
別
、
外
国
人
差

別
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見

に
基
づ
く
行
為
は
、
他
人
の
人
格
や
尊

厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

そ
れ
は
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
て

も
、
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
日
本
国
憲

法
に
規
定
さ
れ
た
、
基
本
的
人
権
を
尊

重
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
差
別
を
な
く
す
主
体
者
と
し
て
行

動
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
守
ら
れ
た
「
輝
く
未
来
」
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
同
和
対
策
事
業
の
根

拠
と
な
っ
て
い
た
特
別
措
置
法
は
、
同

和
地
区
の
環
境
改
善
が
主
な
目
的
で

し
た
。

今
回
の
部
落
差
別
解
消
推
進
法
は
、

差
別
の
解
消
が
目
的
で
、「
国
民
の
理

解
を
深
め
る
よ
う
努
め
、
部
落
差
別
の

　

毎
年
９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
滋
賀
県
内
各
地
で
は
、

同
和
問
題
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
部
落
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

部
落
差
別
は
過
去
の
こ
と
？

こ
れ
か
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

法
律
が
で
き
た
け
れ
ど
…

何
を
求
め
て
い
る
の
？

部
落
差
別
解
消
推
進
法
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

問
人
権
政
策
課 

同
和
政
策
係

  

☎
551-

０
１
０
８ 　

554-

１
１
２
３

FAX
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問
上
下
水
道
課 

浄
水
係

  

☎
551-

０
１
３
４ 　

554-

３
８
６
６

FAX

　

災
害
な
ど
の
発
生
に
よ
り
水
道
が
長

期
間
断
水
と
な
っ
た
場
合
、
市
は
給
水

活
動
を
行
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
・
掃
除

な
ど
の
生
活
用
水
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
無
償
で
提
供
い
た
だ
け
る
井
戸
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

家
庭
や
企
業
が
所
有
し
て
い
る
井
戸

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
非
常
災
害
用
井
戸

の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

非
常
災
害
用
井
戸
に

登
録
く
だ
さ
い

学　区 登録数
金　勝 16
葉　山 11
葉山東 ０
治　田 ３
治田東 １
治田西 １
大　宝 ４
大宝東 １
大宝西 ９

計 46
▲登録証（近隣から見える所

に掲示をお願いしています）
▼

平
成
29
年
７
月
現
在
の
登
録
状
況
（
う
ち

企
業
登
録
２
か
所
あ
り
）

「栗東市いきいき活動ポイント事業」活動の輪が拡大中

昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た

「
栗
東
市
い
き
い
き
活
動
ポ
イ

ン
ト
事
業
」。
8
月
1
日
現
在

で
２
１
２
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
登
録
し
、
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
1
年
間
の
活
動

を
間
も
な
く
終
え
、
10
月
か
ら

ポ
イ
ン
ト
交
換
（
ポ
イ
ン
ト
数

に
応
じ
て
マ
ロ
ン
カ
ー
ド
加
盟

店
や
作
業
所
の
買
い
物
券
に
交

換
、
も
し
く
は
善
意
銀
行
や
団

体
へ
寄
付
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

活
動
に
登
録
す
る
に
は
説
明

会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

登
録
し
、
施
設
で
の
活
動
、
地

域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
い
き
い

き
百
歳
体
操
の
運
営
支
援
、
ご

み
出
し
な
ど
の
在
宅
生
活
支
援

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦
説
明
会
（
研
修
会
）
を
開
催

・
日
時
…
10
月
３
日
㈫

　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

・
場
所
…
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー

・
申
込
み
…･

栗
東
市
社
会
福

祉
協
議
会 

☎
554-

６
１
０
５

※
登
録
済
み
の
人
が
こ
の
研
修

に
参
加
し
た
場
合
、
手
帳
に

ス
タ
ン
プ
が
押
印
さ
れ
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

  

☎
551-

１
９
４
０

 　

552-

９
３
２
０

FAX

大
切
な
人
や
自
分
の
最
期
を
考
え
ま
せ
ん
か

「
生
き
方
カ
フ
ェ
」
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う

11
月
18
日
㈯
、「
さ
ぁ
来
い
！
老
後
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
「
大
切
な
人
や
自
分
の
最
期
を
考
え

見
つ
め
る
集
い
」
と
し
て
平
成
25
年
度

か
ら
「
栗
東
市
介
護
者
の
会
」
と
共
催

で
「
生
き
方
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
大
切
な
人
と
自
分
の
最

期
を
考
え
見
つ
め
る
こ
と
」
や
、「
今

を
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」。
市
民

と
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
が
と
も
に
語

り
合
う
栗
東
市
の
唯
一
の
場
で
、
自
分

な
り
の
生
き
方
や
旅
立
ち
方
の
風
景
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
ん
な
最
期
を
迎
え
た
い
の
か
、
そ

の
た
め
に
は
今
を
ど
う
生
き
て
い
く
の

か
…
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

周
り
の
人
や
自
分
の
最
期
を
考
え
見

つ
め
る
人
を
一
人
で
も
増
や
そ
う
と
、

平
成
27
年
度
か
ら
栗
東
芸
術
文
化
会
館

さ
き
ら
中
ホ
ー
ル
に
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
、
毎
回
２
０
０
人
以
上
の
参
加

が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
11
月
18
日
㈯
に
開
催
し
、
講

師
と
し
て
花
戸
貴
司
さ
ん
を
お
招
き
し

ま
す
。
花
戸
さ
ん
は
東
近
江
市
永
源
寺

診
療
所
の
所
長
で
あ
り
、
地
域
に
根
ざ

し
た「
在
宅
医
療
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
宅
で
ご
家
族
や
地
域
の
人
び
と

に
囲
ま
れ
て
生
活
し
た
い
」「
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
支
援
さ
れ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
に
開
催
し
た
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
写
真
展
の
モ
デ
ル
で
も
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  　

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

FAX

フォーラムに向けて、市民の
皆さんを中心とした、実行委
員が頑張っています。
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

栗
東
市
長

　
　
野
村
昌
弘

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
本
市

は
平
成
25
年
の
台
風
第
18
号
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
本

年
８
月
上
旬
に
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

大
雨
・
暴
風
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
5

号
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
に
備
え
、
市
で
は
、
同
報
系
防

災
行
政
無
線
や
緊
急
通
報
メ
ー
ル
、
防

災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
で

皆
さ
ま
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練
の
実

施
、
防
災
士
の
育
成
な
ど
、
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
を
深
め
、
助

け
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
湖
南
4
市
と
の
相
互

応
援
・
連
携
協
定
や
、
地
元
企
業
や
関

連
団
体
と
の
災
害
時
の
応
援
協
定
の
締

結
な
ど
に
よ
り
、
市
全
体
の
防
災
力
・

減
災
力
を
高
め
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
栗
東
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
は
、

市
内
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
災
害
に
対

す
る
知
識
と
備
え
を
ま
と
め
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
日
頃

か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）。

　

ま
だ
ま
だ
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
続
き
ま

す
。
万
が
一
の
際
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
に
は
、
行
政
・
消
防
機
関
に
よ

る
救
助
や
救
援
な
ど
の
「
公
助
」
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
身
を
自
分
の
努
力

に
よ
っ
て
守
る
「
自
助
」、
ま
た
地
域

で
互
い
に
協
力
し
合
う
「
共
助
」
の
有

効
な
連
携
が
必
要
で
す
。
市
全
体
・
地

域
全
体
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て

▲「栗東市防災総合訓練」
で市の防災力を強化

「屋外広告物クリーンキャンペーン」を実施
■
９
月
１
日
～
10
日
は
「
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
」

　

国
土
交
通
省
の
設
定
に
よ

り
、
県
下
一
斉
に
「
屋
外
広
告

物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、期
間
中
に
パ
ト
ロ
ー

ル
、
違
反
広
告
物
に
対
す
る
是

正
指
導
、
簡
易
除
却
な
ど
を
し

ま
す
。
市
内
で
広
告
物
を
所
有
・

管
理
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
機

会
に
安
全
点
検
を
し
、
老
朽
化

に
よ
る
倒
壊
や
落
下
な
ど
の
恐

れ
の
あ
る
も
の
は
、
撤
去
や
改

修
な
ど
の
適
切
な
措
置
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
屋
外
広
告
物
と
は
…

　

ポ
ス
タ
ー
、
は
り
紙
、
立
看
板

な
ど
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
、
公
衆

に
向
け
ら
れ
て
、
常
時
ま
た
は
一

定
期
間
継
続
し
て
表
示
さ
れ
た

広
告
物
で
す
。
営
利
を
目
的
と
す

る
も
の
に
限
り
ま
せ
ん
。

　

屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
に

は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
必
要

な
許
可
を
得
て
い
な
い
場
合
は

違
反
広
告
物
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
９
日
、
滋
賀
県
電
気
工
事
工
業

組
合
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
５

台
と
防
滴
メ
ガ
ホ
ン
７
台
を
防
災
関
連

資
機
材
と
し
て
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
願
っ
て
寄
贈
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
時
か
ら
災
害
時
対
応
物

資
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

 

　

今
回
、
滋
賀
県
電
気
工
事
工
業
組
合

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
防
災
関
連
資

機
材
も
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課 

景
観
・
ま
ち

づ
く
り
係

  

☎
551-

０
１
１
６

 

552-

７
０
０
０

FAX

防
災
関
連
資
機
材
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
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　時間を守る

～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

子育て情報
～就園に向けて～

　子どもが入園を迎える時期が近づくと、親は、
衣服の着脱や食事、トイレの自立など、自分で「で
きる」「できない」に目を向けてしまい、「入園ま
でに○○ができるようにならないと」とあせる気
持ちが出てきます。

生活習慣の自立に向けて、毎日の生活の中で
大人が丁寧な関わりをし、少しずつ自分でできる
ことを増やしていけるといいと思います。できた
時は「がんばったね」「ここまでできるようにな
ったね」とたくさん褒め、子どもに自信をつけて
あげることが大切です。できなくても「今度また
一緒にできるようにがんばってみようね」と励ま
し、支えてあげましょう。
　「こんなこともできないの」という否定的な言
葉は絶対に使わないようにしましょう。おおらか
な気持ちで子どもを受けとめ、良い所を見つけて
伸ばしてあげられるといいですね。

子どもは、親に褒められたり認められたりす
ることで「自分は親に大切にされ、愛されている
存在なんだ」と実感します。これが子どもの自尊
心につながります。

そして園にはお友達がたくさんいて、おもち
ゃや絵本がありとても楽しい所だと伝え、子ども
が期待できる言葉がけをしてあげてください。
親子が、愛着や信頼関係で結ばれ、家庭が子ども
にとって安心できる場所になることが、一番大切
です。それが家庭以外の集団生活という新しい世
界で、その子らしくいられることを支えるのです。

～ CO2 排出権取引のもうけ話に乗らないで～

　　　草津警察署安全伝言板

問草津警察署 交通課　
　☎ 563-0110　 FAX 563-0116

問地域子育て支援センター
・大宝東児童館内　☎ 551-2370　 FAX 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内

　　　　　　　　☎ 553-3907　 FAX 553-3908
・金勝児童館内　  ☎ 558-3527　 FAX 558-3527
・治田東児童館内　☎ 554-6115　 FAX 554-6116

秋の全国交通安全運動
　９月21日㈭から30日㈯までの10日間、秋
の全国交通安全運動が実施されます。
<全国重点活動>
１．子どもと高齢者の安全な通行の確保と高

齢運転者の交通事故防止
２．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中

の交通事故防止
３．全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
４．飲酒運転の根絶
　また、秋の全国交通安全運動期間最終日の
９月30日㈯を「交通事故死ゼロを目指す日」
としています。交通事故のない安全安心な滋
賀を目指し、交通マナー向上の輪を広げまし
ょう。

問自治振興課 消費生活相談窓口
　☎ 551-0115（局番なし 188）　　551-0432
　滋賀県消費生活センター ☎ 0749-23-0999

FAX

自宅に訪問してきた業者から、「投資に
興味はないか。必ずもうかる」とＣＯ２

排出権取引に関するもうけ話の勧誘を受けた。
仕組みはよくわからなかったが、業者に言わ
れるまま 100 万円を支払った。その後、値上
がりしていると勧誘され、追加で 250 万円増
資した。最近、価値が無くなると業者から連
絡を受けて動揺している。

業者の資料などによると、ＣＯ２排出権そ
のものを取引しているのではなく、ＣＯ２

排出権の差金決済（有価証券の受渡しを行わず、
売りと買いの差額の授受による決裁）取引を行
っているものと考えられます。これは、預けた
お金の何十倍もの取引を行うため、多大な損害
を被ることもあるハイリスクな取引で、プロの
投資家にとっても複雑なものです。知識や経験
のない一般の消費者は、絶対に手を出してはい
けません。取引するつもりがなければ、はっき
り断りましょう。

Q

A
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優しさは　思うだけでは　伝わらない　勇気を出して　行動しよう

～平成28年度人権啓発標語 佳作作品～

《治田東幼児園》「今日もありがとう」

　

毎
朝
全
園
児
が
集
ま
っ
て
「
体
操
」

を
し
て
い
ま
す
。
５
歳
児
は
、
２
・

３
歳
児
ク
ラ
ス
の
友
達
を
テ
ラ
ス
ま

で
迎
え
に
来
て
、
体
操
を
す
る
園
庭

ま
で
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

初
め
は
声
が
掛
け
づ
ら
く
て
戸
惑

っ
て
い
た
５
歳
児
で
す
が
、
今
で

は
「
一
緒
に
行
こ
う
」
と
声
を
掛
け
、

手
を
つ
な
い
だ
り
、
名
前
を
覚
え
て

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
」
と
に
こ

や
か
に
誘
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
迎
え
に
来

て
も
ら
っ
た
ク
ラ
ス
の
担
任
は
、「
お

兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
が
来
て
く

れ
た
ね
」「
誘
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
橋
渡
し

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
毎
日
の
こ
と
だ
か
ら
当
た
り
前
」

で
は
な
く
、

「
今
日
も
あ

り
が
と
う
」

と
思
う
気
持

ち
を
、
子
ど

も
た
ち
に
も

伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
42

FAX
問
幼
児
課　

　

☎
551-

０
４
２
４

　
　

551-

０
１
４
９

りっとう
再発見

全国最大級の笠型木製品を
発見～椿

つ ば き

山
や ま

古墳～

今
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
た
椿
山
古
墳

（
古
墳
時
代
中
期
で
滋
賀
県
最
大
の

帆ほ
た

立て

貝が
い

形が
た

前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

）
の
周
濠
か

ら
、
大
阪
府
羽は

曳び
き

野の

市し

誉こ
ん

田だ

御ご

廟
び
ょ
う

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

（
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う

）
出
土
品
の

次
に
大
き
い
、
全
国
最
大
級
の
笠
形

木
製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

笠
形
木
製
品
は
い
わ
ゆ
る
木
製
埴は

に

輪わ

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
貴
人

の
日
傘
を
模
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
部
で
６
点
出
土
し
、
い
ず

れ
も
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
い
う
木
材
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と

い
え
ば
古
墳
の
棺か

ん

桶お
け

に
使
用
す
る
木

材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

形
は
中
央
が
盛
り
上
が
っ
た
平
面

楕
円
形
を
し
た
も
の
で
、
全
国
最
大
級

の
も
の
は
２
点
あ
り
ま
す
。長
径
76
㎝
・

短
径
64
㎝
と
、
長
径
75
㎝
・
短
径
69
㎝

の
も
の
で
す
。
中
央
に
あ
る
穴
は
笠
を

立
て
る
た
め
の
柱
を
差
し
込
む
た
め

の
も
の
で
す
。
大
き
い
笠
を
立
て
る
に

は
相
当
な
太
さ
を
も
つ
柱
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
笠
形
木
製
品
は
現
在
全

国
で
３
１
３
個
出
土
し
て
お
り
、
奈

良
県
の
出
土
が
約
７
割
を
占
め
、
次

い
で
滋
賀
県
の
例
が
多
く
２
割
、
大

阪
・
京
都
合
わ
せ
て
も
１
割
程
度
し

か
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。
大
き
さ
の

話
に
も
ど
る
と
、
長
径
が
70
㎝
以
上

の
も
の
は
全
国
で
６
例
し
か
な
く
、

60
㎝
以
上
に
つ
い
て
も
誉
田
御
廟
山

古
墳
、
椿
山
古
墳
、
土は

師ぜ

ニ
サ
ン
ザ

イ
古
墳
（
大
阪
府
堺
市
）
出
土
の
計

10
例
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
滋
賀
県

の
出
土
例
で
は
、
野
洲
市
林
ノ
腰
古

墳
（
全
長
75
ｍ
の
前
方
後
円
墳
）
か

ら
出
土
し
た
約
40
㎝
の
も
の
が
最
大

で
し
た
。
最
も
多
い
も
の
は
30
～
40

㎝
程
度
の
も
の
で
す
。

　

椿
山
古
墳
出
土
例
は
、
大
き
さ
の

ほ
か
に
も
内
側
を
丁
寧
に
円
形
に
く

り
抜
く
技
術
的
な
特
徴
が
誉
田
御
廟

山
古
墳
の
も
の
と
非
常
に
よ
く
似
て

い
る
点
か
ら
、大
王
の
「
木
製
埴
輪
」

づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
集
団
と

の
関
連
が
想
定
で
き
ま
す
。

　

滋
賀
県
の
材
木
は
都
に
運
ん
で
い

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古

墳
時
代
か
ら
大
和
政
権
と
近
江
の
栗

太
郡
周
辺
が
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い

た
こ
と
を
証
明
す
る
貴
重
な
発
見
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

問出土文化財センター
　☎ 553-3359　 FAX 553-3514

131

▲全国最大級の笠形木製品

▲椿山古墳の周濠内作業
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キラリ☆りっとう

嫌なこと　しない　させない　見過ごさない
～平成28年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

今月のキラリ★企業

栗東総合産業株式会社

　当社は昭和 37 年の創業以来、地域の人たちの
生活を支える企業を目指し、「地域オンリーワン
企業」のスローガンを掲げ、事業を展開しており
ます。廃棄物関連事業を中心として排水処理、馬
関連事業など、今後は海外でも事業展開をするこ
とを目指しています。

　時代が変革するとともにラ
イフスタイルの多様化が進み、
地域のニーズも変化してきま
した。原点に戻り、一番大切
な栗東市の皆さまに喜びと安
全、安心を提供できるサービス
確立のためプロジェクトチームを立ち上げ、検討を
開始しました。今年３月には、常にお客さまの声や
ニーズが直接聞ける関係構築を目指して「栗東さん」
ブランドを立ち上げました。WEB サイトや SNS
をとおして情報を発信し、地域のニーズを集め
サービスへと昇華する流れを作ってきました。
　７月は、子どもたちの「パッカー車の構造を詳
しく見てみたい」の声から、「大解剖！パッカー
車の仕組みを見てみよう」と題して、環境教育に
もつながるイベントをしました。これからも栗東
の発展やより良い生活に貢献できるよう励んでま
いります。

環境こだわり米「みずかがみ」

■住所…十里244　☎552 -1711㈹　　553-4710
■ホームページ…http://www.ritto.co.jp/index.html
■栗東さん WEB サイト…http://rittosan.com/

この季節の農産物
といえばお米。栗東
市でも農業者が丹精
こめて作った環境こ
だわり米が続々と収
穫されています。

近年人気が高まっ
ているのは「みずか
がみ」という品種。「みずかがみ」は平成 27・28
年産と食味ランキング２年連続特Ａの評価をされた
ことでも知られています。滋賀県で開発されたお米
で、環境こだわり農産物の栽培基準で生産されるこ
とが義務付けられています。

環境こだわり農産物には認証
マークが付いていますので、買い
物の際に注目してみてください。

環境こだわり農産物をご存じですか。種子や苗
が遺伝子組み換えでないこと、化学合成農薬や化
学肥料を削減するなど県の基準に従って生産を行
い、琵琶湖をはじめとする自然環境に配慮した、
安全・安心な農作物の認証です。

問農林課 栗東ブランド推進係
　☎551-0124　 FAX 551-0148

FAX

子どもたちの声からイベント開催

▲

運輸事業、FC 事業（釣具店、とんかつ店）、競走馬
育成・調教、乗馬クラブなどの事業を行っています。

http://www.ritto.co.jp/index.html
http://rittosan.com/
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自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

「
か
た
つ
む
邸
」
が
５
周
年

７月15日（かたつむ邸）
　目川・岡の交流拠点として開設され、龍
谷大学社会学部の実習の場にもなっている

「かたつむ邸」が開設５周年を迎えました。
この日は、学生と集まった地域の皆さんら
が、ほっこりまつりなど５年間の交流活動
を振り返りながら、語り合いました。

７月26日（さきら）
　じんけんセミナー栗東で「おぐねー」の
愛称で親しまれている、ヘアメイクアップ
アーティストの小椋ケンイチさんが、同性
愛者である自身の思いや体験をメイクアッ
プアドバイスを交えて講演。性の多様性に
ついて考える機会となりました。

７月13日（金勝地域）
　栗東100歳大学の第１期卒業生「2

に

8
はち

会」
が、 さまざまな活動を展開中です。この日
は、健康維持・向上を目指し、2本のポール
を持って歩く、ノルデック・ウォークを企画。
御園にある活動拠点から九品の滝を往復する
約４㎞のコースで爽やかな汗を流しました。

７月 13 日（ひだまりの家）
　市内の子育て関連施設による協
働で、０歳児の親子を対象にした
子育てイベント「にこにこ広場」
を開催しました。手作りおもちゃ、
ふれあい遊び、身体測定などの
コーナー、離乳食や子育てに関す
る相談もあり、集まった親子が楽
しいひとときを過ごしました。

楽しく、子育て
０歳児親子が集合

金
勝
路
を
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

児
童
と
園
児
が
花
で
交
流

７月18日
（治田東幼児園）
　治田東小学
校が治田東
幼児園に、サ
ルビア、ベゴ
ニア、マリー
ゴールドの苗
植えをしたプ
ランター 15
個を贈りま
した。これは、小学校の地域貢献活動の第一
歩として、花をとおして地域との交流を深
めようと、行われた企画。「大切に育てて
ね」と、５年生が園児に手渡しました。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

７月28日（コミュニティセンター大宝東）
　環境保全のために活動する「循環型社会創造
研究所 えこら」による、アロマキャンドル作
り教室が開かれました。キャンドルのロウは、
えこらが回収した廃油に、クレヨンを溶かした
もの。子どもたちは、６色から好きな色のロウ
をビンに入れ、水で冷やして固めることを繰り
返しながら、個性豊かなキャンドルを完成。廃
油が新しい形で生まれ変わりました。

７月21日（第二栗東なかよし作業所）
　第二栗東なかよし作業所で、利用者らが自然の草花からとっ
たさまざまな色を使った野染めに挑戦しました。野染めは、
作業所の観音寺窯で「ランチ会」などを企画し、作業所や集
う人たちを愛した、故・永田純子さんの思いを実現したもの。
参加者は、染色家・斎藤洋さんを講師に、点・線・面を自由に
描き、色と色の出合いから、世界で一つの作品が完成しました。

故人の思い、野染めに挑戦

７月22日（栗東自然観察の森）
　虫に親しむ体験から、子どもたちに命
の大切さを感じてもらおうと、栗東市シ
ルバー人材センターによる「カブトムシ
運動会」が開催されました。子どもたち
は、持って来た自慢のカブトムシを100
㎝走、木登り、綱わたり、木登り相撲の
４種目で競争。60人を超える参加者が、
繰り広げられる熱戦を見守りました。

夏休みに
カブトムシの運動会

廃油を活用し、
アロマキャンドル作り
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策
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報

課
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520-3088　
滋

賀
県

栗
東

市
安

養
寺

一
丁

目
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番
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号
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代

表
）　
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代

表
）

広
報
R

り
っ

と
う

it
t
o

No.９
４

４
2017  ９

・
１

人口（８月１日現在）　人口68,515人　男34,178人　女34,337人　前月より 11人増　世帯数27,005世帯

■
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
平
成

26
年
。
高
校
卒
業
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
２
年

間
サ
ッ
カ
ー
留
学
し
、
海
外
の
自
由
な
雰

囲
気
の
中
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

代
表
の
駒
崎
太
一
さ
ん
。
帰
国
後
、「
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
め
る
場
が
あ
っ
た
ら
。
ま
ず
は

自
由
な
雰
囲
気
の
フ
ッ
ト
サ
ル
で
、

ボ
ー
ル
を
蹴
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
頑
張
る
子
ど
も
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
の
思
い

か
ら
フ
ッ
ト
サ
ル
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
現
在
の
活
動
内
容

　

活
動
日
は
、
毎
週
２
回
。
年
齢
別
に

木
曜
日
は
19
時
か
ら
栗
東
中
学
校
体
育

館
で
、
日
曜
日
は
17
時
か
ら
栗
東
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
厚
生
会
館
で
、

２
時
間
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
日
曜

日
の
19
時
か
ら
21
時
は
治
田
東
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
屋
外
練
習
も
開
催
。
試

合
に
出
る
こ
と
よ
り
も
、「
楽
し
い
！
」

を
重
視
し
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
５
歳

か
ら
中
学
生
ま
で
の
60
人
で
、
大
人
の

参
加
も
あ
り
ま
す
。
の
び
の
び
と
し
た

練
習
は
評
判
に
な
り
、
県
外
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

フ
ッ
ト
サ
ル
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
、
水
泳
、
乗
馬
な
ど
、
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
メ
ン

バ
ー
が
集
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
刺

激
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
草
津
市
で
、
特
産
品
の
野

菜
を
テ
ー
マ
に
し
た
仮
装
を
し
、
ギ

ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
、
み
ん
な
で
衣
装
を
手
作

り
し
、
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
サ

ル
の
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
や
ふ
れ
あ
い
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
自
由
に

ゲ
ー
ム
。
大
人
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。

フットサルの楽しさをまち中に広める

　子どもたちにフット
サルやの楽しさを広め
るために活動中。昨年
の「ボランティアなご
やかまつり」では、体
験ブースを設置。
　７月は、一般社団法
人スポーツ能力発見協
会が全国で開催する「DOSAスポーツ能力測定会」に協力。６種
目の測定結果による自分に合ったスポーツアドバイスから、子
どもたちが夢に向かって挑戦するきっかけをつかんだ（写真下）

R
ロ ゼ
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※詳細や問合せは☎090-8790-1361（駒崎）


